












A Study on China / India’s Export to Europe and Japan’s Positioning
Masahiko Komori
Abstract
　Based on the study on the value-added trade among China, India, Europe and Japan, the positioning of Japan has 
been researched from the viewpoint of global value chain （GVC） formation.
　While India is providing Europe with IT-related services, China is eagerly exploring the European market 
through extending the transportation network and providing textile, electric machinery and other products. Both 
countries are trying to upgrade their industrial structure through innovation （e.g. reverse innovation）．With much 
fewer population, Japan may need to maintain the unique positioning in the GVC through providing high value-
added products/services to leverage the Asian countries’ growth.
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と、中国の一帯一路政策（Ferdinand 2016; Peyrouse 2016; 
Stverkova 2016; Wu et al. 2015）や、AIIB（Chin 2016; 
Jin 2015; Smick 2015）といった事項については、研究が
なされている。また中国とインドを関連づけて論じたもの
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車12 農12 運12 卸10




海外 0.6 26 0.8 27 0.4 23 1.0 15 0.8 13 2.1 14
国内 1.7 74 2.3 73 1.5 77 5.9 85 5.2 87 12.4 86
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車12 農12 運12 卸10




海外 0.6 26 0.8 27 0.4 23 1.0 15 0.8 13 2.1 14
国内 1.7 74 2.3 73 1.5 77 5.9 85 5.2 87 12.4 86




表２ アジア主要国の付加価値調達元・提供先（上位 20 か国・地域） 
   
出所：TiVAから作成 
















                                                                                       
（世界の当該国からの付加価値調達額／世界の世界からの付加価値調達額）と
なる。提供先の場合，式の中の「調達」が「提供」に置き換わることになる。 
調達 億ドル 提供 億ドル
他 1,020 他 630
米 480 米 609
中 433 中 232
沙 240 英 184
独 204 独 140
日 160 仏 114
豪 153 日 109
英 141 伊 106
尼 117 沙 76
韓 101 伯 76
露 92 韓 69
星 92 加 66
南 82 尼 65
伊 73 豪 63
馬 67 西 56
仏 65 土 54
瑞 58 星 52
泰 56 泰 51
伯 53 白 51
台 50 露 45
インド
調達 億ドル 提供 億ドル
他 1,340 米 2,767
日 1,279 他 1,454
米 979 日 1,307
韓 652 独 512
独 636 韓 462
豪 586 印 433
台 452 英 413
沙 420 仏 406
露 348 加 371
伯 332 豪 355
香 269 露 349
尼 252 伊 300
馬 242 伯 269
印 232 香 235
仏 202 尼 229
英 195 台 220
泰 178 西 217
加 174 墨 177
伊 159 土 170
星 158 沙 157
中国
調達 億ドル 提供 億ドル
中 1,307 米 1,475
米 1,109 中 1,279
他 1,062 他 759
沙 505 韓 369
豪 468 台 276
尼 292 独 233
韓 286 豪 225
独 257 泰 202
露 231 尼 181
馬 177 英 180
英 166 加 162
台 163 印 160
泰 157 露 149
加 154 仏 138
仏 143 墨 115
伯 126 馬 112
伊 112 伯 106
印 109 沙 97
星 107 伊 85
瑞 101 香 77
日本
調達元　　
ﾒｷｼｺ 4.2 ﾉﾙｳｪｰ 4.1 ｵｰｽﾄﾘｱ 4.1 南ｱﾌﾘｶ 2.9 香港 3.6 ﾌﾞﾙﾈｲ 6.2
ｶﾅﾀﾞ 4.0 ﾏﾙﾀ 3.8 ﾁｪｺ 3.6 その他 2.4 台湾 3.3 豪州 3.1
ｺﾛﾝﾋﾞｱ 2.6 ｷﾌﾟﾛｽ 3.3 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 3.3 ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ 2.3 豪州 2.9 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2.7
ｺｽﾀﾘｶ 2.3 ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 2.9 ｵﾗﾝﾀﾞ 2.7 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2.0 韓国 2.5 ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ 2.6
ｲｽﾗｴﾙ 2.1 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ 2.5 ﾊﾝｶﾞﾘｰ 2.7 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 1.9 日本 2.4 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 2.1
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 1.9 ｽﾍﾟｲﾝ 2.1 ｸﾛｱﾁｱ 2.7 豪州 1.8 ﾏﾚｰｼｱ 2.1 ﾏﾚｰｼｱ 2.0
中国 1.5 ﾃﾞﾝﾏｰｸ 1.9 ｽﾛﾍﾞﾆｱ 2.6 ﾌﾞﾙﾈｲ 1.6 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 2.0 ﾍﾞﾄﾅﾑ 1.9
日本 1.4 ｷﾞﾘｼｬ 1.9 ｽﾛﾊﾞｷｱ 2.5 ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ 1.5 ﾁﾘ 2.0 ﾁﾘ 1.9
ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 1.4 ｵﾗﾝﾀﾞ 1.8 ｽｲｽ 2.5 ﾏﾚｰｼｱ 1.4 南ｱﾌﾘｶ 1.8 ﾀｲ 1.8
台湾 1.3 ﾌﾗﾝｽ 1.8 ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ 2.4 ｲｽﾗｴﾙ 1.4 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1.8 中国 1.8
日米 英 独 印 中
提供先　
ﾒｷｼｺ 4.4 ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 5.3 ｵｰｽﾄﾘｱ 4.2 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 2.5 香港 2.9 台湾 3.4
ｶﾅﾀﾞ 4.1 ﾏﾙﾀ 3.8 ｽｲｽ 3.1 ｲｽﾗｴﾙ 2.1 ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 2.2 ﾀｲ 2.8
ｺｽﾀﾘｶ 3.3 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ 3.5 ﾁｪｺ 2.9 その他 1.9 ﾍﾞﾄﾅﾑ 1.8 中国 2.4
ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 2.4 ｷﾌﾟﾛｽ 3.3 ﾊﾝｶﾞﾘｰ 2.7 ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ 1.8 日本 1.8 韓国 2.2
ｺﾛﾝﾋﾞｱ 2.3 ｵﾗﾝﾀﾞ 2.7 ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ 2.7 南ｱﾌﾘｶ 1.8 韓国 1.6 ﾏﾚｰｼｱ 2.0
ﾌﾞﾙﾈｲ 1.9 ﾃﾞﾝﾏｰｸ 2.0 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 2.5 ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ 1.6 台湾 1.6 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2.0
ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 1.8 ﾉﾙｳｪｰ 1.9 ﾍﾞﾙｷﾞｰ 2.3 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1.5 米国 1.5 ﾍﾞﾄﾅﾑ 1.9
ﾁﾘ 1.8 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 1.8 ｽﾛﾍﾞﾆｱ 2.1 ﾀｲ 1.5 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1.4 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 1.7
ｲｽﾗｴﾙ 1.5 ｽﾍﾟｲﾝ 1.7 ﾃﾞﾝﾏｰｸ 1.9 香港 1.4 豪州 1.4 香港 1.7
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ 1.5 ﾍﾞﾙｷﾞｰ 1.6 ﾙｰﾏﾆｱ 1.9 ﾍﾞﾙｷﾞｰ 1.4 ﾁﾘ 1.4 豪州 1.6




















































































イツが 135 億ドルと最多で，イギリス 27 億ドル，フラン
ス 18 億ドル，イタリア 17 億ドル，スペイン 10 億ドルが
続いている。機械装置ではドイツが 119 億ドルと最多で，
イタリア 35 億ドル，フランス 22 億ドル，スイス 21 億ド














































                                                  
7 「新シルクロード 曲がり角」日経産業新聞2016.5.10。 
8 ノキアは2014年に携帯電話事業をマイクロソフトに売却し，インドでの生産
を停止した。 
英 仏 伊 希 独 捷 波 露 土 沙 印 中 日
英 - 1.5 1.1 1.6 1.5 0.8 1.1 1.0 0.9 1.3 0.8 0.5 0.5
仏 1.8 - 2.2 1.3 1.9 1.0 1.3 1.1 1.2 0.9 0.4 0.5 0.5
調 伊 1.3 2.3 - 2.6 1.8 1.6 1.8 1.4 1.9 0.9 0.5 0.5 0.4
希 1.9 1.0 2.2 - 1.9 1.1 1.2 2.0 2.4 0.4 0.4 0.2 0.2
独 1.5 1.9 1.9 1.3 - 2.9 2.5 1.4 1.3 0.8 0.7 0.8 0.4
達 捷 1.3 1.4 1.5 0.9 3.6 - 4.5 2.3 1.1 0.4 0.3 0.4 0.2
波 1.6 1.5 1.7 1.0 3.3 6.3 - 2.2 1.5 0.4 0.3 0.3 0.2
露 0.8 1.2 1.5 2.8 1.3 2.5 2.9 - 2.1 0.5 0.6 1.0 0.9
元 土 1.4 1.2 1.9 2.4 1.8 1.0 1.2 3.8 - 2.5 0.5 0.4 0.3
沙 0.3 0.5 0.7 1.2 0.2 0.1 0.2 0.3 0.7 - 2.3 1.7 2.6
印 1.3 0.8 0.9 0.6 0.7 0.4 0.4 0.6 1.2 1.8 - 0.9 0.6
中 0.8 0.7 0.7 0.5 0.7 0.8 0.8 1.2 1.0 1.0 1.1 - 1.8




表２ アジア主要国の付加価値調達元・提供先（上位 20 か国・地域） 
   
出所：TiVAから作成 
















                                                                                       
（世界の当該国からの付加価値調達額／世界の世界からの付加価値調達額）と
なる。提供先の場合，式の中の「調達」が「提供」に置き換わることになる。 
調達 億ドル 提供 億ドル
他 1,020 他 630
米 480 米 609
中 433 中 232
沙 240 英 184
独 204 独 140
日 160 仏 114
豪 153 日 109
英 141 伊 106
尼 117 沙 76
韓 101 伯 76
露 92 韓 69
星 92 加 66
南 82 尼 65
伊 73 豪 63
馬 67 西 56
仏 65 土 54
瑞 58 星 52
泰 56 泰 51
伯 53 白 51
台 50 露 45
インド
調達 億ドル 提供 億ドル
他 1,340 米 2,767
日 1,279 他 1,454
米 979 日 1,307
韓 652 独 512
独 636 韓 462
豪 586 印 433
台 452 英 413
沙 420 仏 406
露 348 加 371
伯 332 豪 355
香 269 露 349
尼 252 伊 300
馬 242 伯 269
印 232 香 235
仏 202 尼 229
英 195 台 220
泰 178 西 217
加 174 墨 177
伊 159 土 170
星 158 沙 157
中国
調達 億ドル 提供 億ドル
中 1,307 米 1,475
米 1,109 中 1,279
他 1,062 他 759
沙 505 韓 369
豪 468 台 276
尼 292 独 233
韓 286 豪 225
独 257 泰 202
露 231 尼 181
馬 177 英 180
英 166 加 162
台 163 印 160
泰 157 露 149
加 154 仏 138
仏 143 墨 115
伯 126 馬 112
伊 112 伯 106
印 109 沙 97
星 107 伊 85
瑞 101 香 77
日本
調達元　　
ﾒｷｼｺ 4.2 ﾉﾙｳｪｰ 4.1 ｵｰｽﾄﾘｱ 4.1 南ｱﾌﾘｶ 2.9 香港 3.6 ﾌﾞﾙﾈｲ 6.2
ｶﾅﾀﾞ 4.0 ﾏﾙﾀ 3.8 ﾁｪｺ 3.6 その他 2.4 台湾 3.3 豪州 3.1
ｺﾛﾝﾋﾞｱ 2.6 ｷﾌﾟﾛｽ 3.3 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 3.3 ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ 2.3 豪州 2.9 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2.7
ｺｽﾀﾘｶ 2.3 ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 2.9 ｵﾗﾝﾀﾞ 2.7 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2.0 韓国 2.5 ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ 2.6
ｲｽﾗｴﾙ 2.1 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ 2.5 ﾊﾝｶﾞﾘｰ 2.7 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 1.9 日本 2.4 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 2.1
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 1.9 ｽﾍﾟｲﾝ 2.1 ｸﾛｱﾁｱ 2.7 豪州 1.8 ﾏﾚｰｼｱ 2.1 ﾏﾚｰｼｱ 2.0
中国 1.5 ﾃﾞﾝﾏｰｸ 1.9 ｽﾛﾍﾞﾆｱ 2.6 ﾌﾞﾙﾈｲ 1.6 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 2.0 ﾍﾞﾄﾅﾑ 1.9
日本 1.4 ｷﾞﾘｼｬ 1.9 ｽﾛﾊﾞｷｱ 2.5 ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ 1.5 ﾁﾘ 2.0 ﾁﾘ 1.9
ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 1.4 ｵﾗﾝﾀﾞ 1.8 ｽｲｽ 2.5 ﾏﾚｰｼｱ 1.4 南ｱﾌﾘｶ 1.8 ﾀｲ 1.8
台湾 1.3 ﾌﾗﾝｽ 1.8 ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ 2.4 ｲｽﾗｴﾙ 1.4 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1.8 中国 1.8
日米 英 独 印 中
提供先　
ﾒｷｼｺ 4.4 ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 5.3 ｵｰｽﾄﾘｱ 4.2 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 2.5 香港 2.9 台湾 3.4
ｶﾅﾀﾞ 4.1 ﾏﾙﾀ 3.8 ｽｲｽ 3.1 ｲｽﾗｴﾙ 2.1 ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 2.2 ﾀｲ 2.8
ｺｽﾀﾘｶ 3.3 ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ 3.5 ﾁｪｺ 2.9 その他 1.9 ﾍﾞﾄﾅﾑ 1.8 中国 2.4
ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 2.4 ｷﾌﾟﾛｽ 3.3 ﾊﾝｶﾞﾘｰ 2.7 ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ 1.8 日本 1.8 韓国 2.2
ｺﾛﾝﾋﾞｱ 2.3 ｵﾗﾝﾀﾞ 2.7 ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ 2.7 南ｱﾌﾘｶ 1.8 韓国 1.6 ﾏﾚｰｼｱ 2.0
ﾌﾞﾙﾈｲ 1.9 ﾃﾞﾝﾏｰｸ 2.0 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 2.5 ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ 1.6 台湾 1.6 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2.0
ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 1.8 ﾉﾙｳｪｰ 1.9 ﾍﾞﾙｷﾞｰ 2.3 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1.5 米国 1.5 ﾍﾞﾄﾅﾑ 1.9
ﾁﾘ 1.8 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 1.8 ｽﾛﾍﾞﾆｱ 2.1 ﾀｲ 1.5 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1.4 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 1.7
ｲｽﾗｴﾙ 1.5 ｽﾍﾟｲﾝ 1.7 ﾃﾞﾝﾏｰｸ 1.9 香港 1.4 豪州 1.4 香港 1.7
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ 1.5 ﾍﾞﾙｷﾞｰ 1.6 ﾙｰﾏﾆｱ 1.9 ﾍﾞﾙｷﾞｰ 1.4 ﾁﾘ 1.4 豪州 1.6



















































































































                                                  
9 TCSウェブサイトwww.tcs.com（2017年3月18日閲覧）。 
10 Friedman, T. “It's a Flat World, After All,” New York Times Magazine, 



































ｲｷﾞﾘｽ 184 ﾄﾞｲﾂ 512
ﾄﾞｲﾂ 140 ｲｷﾞﾘｽ 413
ﾌﾗﾝｽ 114 ﾌﾗﾝｽ 406
ｲﾀﾘｱ 106 ｲﾀﾘｱ 300
ｽﾍﾟｲﾝ 56 ｽﾍﾟｲﾝ 217
ﾍﾞﾙｷﾞｰ 51 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 109
ｵﾗﾝﾀﾞ 43 ｽｲｽ 71
ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 27 ｵﾗﾝﾀﾞ 66
ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ 27 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 63
ｽｲｽ 26 ﾉﾙｳｪｰ 60
ﾃﾞﾝﾏｰｸ 17 ﾁｪｺ 51
ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 16 ﾍﾞﾙｷﾞｰ 51
ﾉﾙｳｪｰ 15 ｵｰｽﾄﾘｱ 46











ｲｷﾞﾘｽ 18 ｲｷﾞﾘｽ 71
ﾄﾞｲﾂ 13 ﾄﾞｲﾂ 65
ｲﾀﾘｱ 12 ﾌﾗﾝｽ 60
ﾌﾗﾝｽ 11 ｲﾀﾘｱ 59
ｽﾍﾟｲﾝ 8 ｽﾍﾟｲﾝ 36

















ﾄﾞｲﾂ 4 ﾄﾞｲﾂ 48
ｲｷﾞﾘｽ 2 ｲｷﾞﾘｽ 36
ﾌﾗﾝｽ 2 ﾌﾗﾝｽ 34


















ｲﾀﾘｱ 7 ﾄﾞｲﾂ 3
ﾄﾞｲﾂ 7 ﾌﾗﾝｽ 2
ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ 5 ｲｷﾞﾘｽ 2
ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 4 ｲﾀﾘｱ 2
ﾃﾞﾝﾏｰｸ 3 ｽﾍﾟｲﾝ 1
ｲｷﾞﾘｽ 2 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 1
ﾌﾗﾝｽ 2 ﾃﾞﾝﾏｰｸ 1































































































































































































































































































































































































































































































































































33 Govindarajan and Trimble (2012)，ⅲ頁，247-276頁。 
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